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一般質問（要旨）

陽子線治療照射風景（筑波大学附属病院）

高品質・高付加価値化により競争力の確保を

地域医療の再生には医師確保が課題

小
田
木
真
代

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

狩
野　

岳
也

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

鈴
木　

徳
穂

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

福
地
源
一
郎

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

村
上　

典
男

（
無　
　

所　
　

属
）

田
所　

嘉
徳

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

村
上
典
男
議
員
（
無
所
属
）　

Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
な
ど
の

貿
易
自
由
化
は
、
農
業
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。
本
県
農
業
関
係
者
も

不
安
と
関
心
を
も
っ
て
い
る
が
、
貿

易
自
由
化
に
向
け
た
動
き
を
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

知
事　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
決
定
さ
れ
た

訳
で
は
な
く
、
今
後
農
業
関
係
者
の

意
見
な
ど
も
踏
ま
え
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

対
応
が
決
定
さ
れ
る
と
思
う
。
県
と

し
て
は
、
国
の
動
向
を
見
守
り
な
が

ら
、
高
品
質
・
高
付
加
価
値
化
な
ど

本
県
農
業
が
生
き
残
る
た
め
の
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
若
い
農
業

者
が
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
「
儲

か
る
農
業
」
の
実
現
を
目
指
し
、
茨

城
農
業
改
革
を
着
実
に
進
め
る
。

議
員　

建
築
関
連
事
業
者
は
一
人
親

方
が
多
い
が
、
大
工
・
左
官
・
石
工
・

塗
装
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
を
互

い
に
活
か
し
、
共
同
で
営
業
、
受
注
、

施
工
す
る
よ
う
な
連
携
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
受
注
機
会
の
拡
大
や
情
報

収
集
力
の
強
化
な
ど
大
手
事
業
者
に

も
対
抗
で
き
る
経
営
力
を
得
る
こ
と

も
可
能
と
考
え
る
。
建
築
関
連
事
業

者
に
よ
る
異
業
種
連
携
の
実
施
状
況

と
今
後
の
県
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

商
工
労
働
部
長　

建
設
関
係
七
十
六

組
合
の
う
ち
、
異
業
種
組
合
は
約
二

割
あ
り
、
設
計
か
ら
施
工
ま
で
の
一

括
受
注
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
特
化
し

た
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
展
開
な
ど
を

行
い
、
受
注
機
会
の
拡
大
な
ど
に
効

果
を
上
げ
て
い
る
。
県
で
は
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
と
連
携
し
、
組
合

制
度
の
普
及
や
研
修
、
巡
回
指
導
の

貿
易
自
由
化
へ
の
本
県
農
業
の
対
応
は

「
儲も
う

か
る
農
業
」
の
実
現
を
目
指
し
、

茨
城
農
業
改
革
を
着
実
に
推
進

福
地
源
一
郎
議
員
（
自
民
）　

が
ん

に
つ
い
て
の
高
度
医
療
と
し
て
、
粒

子
線
治
療
が
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
。
全
国
七
カ
所
の
う
ち
一
つ
が
筑

波
大
学
附
属
病
院
に
あ
る
が
、
治
療

費
が
高
額
な
た
め
、
誰
も
が
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
強
く
望
ん

で
い
る
。
同
病
院
と
の
連
携
強
化
に

努
め
、
こ
の
治
療
が
県
内
で
受
診
で

き
る
こ
と
を
県
民
に
周
知
す
べ
き
で

あ
る
。
今
後
、
県
民
に
対
す
る
治
療

支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
公
的
医
療
保
険
の
適
用
を
国
に

求
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

保
健
福
祉
部
長　

今
年
度
、
放
射
線

治
療
を
行
っ
て
い
る
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
や
県
が
ん
診
療
指
定
病
院

な
ど
、
県
内
の
十
三
病
院
を
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
ぶ
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の

機
能
の
一
つ
で
あ
る
陽
子
線
治
療

患
者
紹
介
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
れ

ば
、
陽
子
線
治
療
が
県
民
に
広
く
利

用
さ
れ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
保
険
適
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
早
期
に
適
用
と
な
る
よ

う
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。　

議
員　

現
在
の
県
総
合
計
画
で
は
、

「
産
業
大
県
」
づ
く
り
を
掲
げ
、
産

業
振
興
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
昨
年
の
知
事
選
で
、
知
事

は
「
産
業
大
県
」
か
ら
「
生
活
大
県
」

へ
の
転
換
を
掲
げ
た
が
、
新
し
い
総

合
計
画
は
ど
の
よ
う
な
理
念
を
込
め

て
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

知
事　

経
済
の
活
性
化
や
所
得
の
向

上
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、「
産
業

大
県
」
づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め
る
。

県
民
に
対
す
る
が
ん
治
療
支
援
体
制
の
整
備
は

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
な
ど

十
三
病
院
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

田
所
嘉
徳
議
員
（
自
民
）　

筑
西･

下

妻
医
療
圏
に
お
け
る
医
療
崩
壊
と
も

言
う
べ
き
医
師
不
足
や
脆
弱
な
救
急

医
療
体
制
を
解
決
す
る
た
め
、
筑
西
・

下
妻
地
域
医
療
再
生
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
が
、
致
命
的
な
問
題
は
、

新
中
核
病
院
の
建
設
場
所
に
つ
い
て

筑
西･

桜
川
市
の
協
議
が
整
わ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
同
事
業
を
ど
の
よ
う

に
円
滑
に
推
進
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

地
域
医
療
再
生
計

画
は
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
早
急
に
地
元
市
長
な

ど
で
構
成
す
る
「
筑
西
・
桜
川
地
域

に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
あ
り
方

検
討
会
議
」
を
再
度
開
催
し
、
実
現

可
能
な
最
善
の
方
策
に
つ
い
て
、
計

画
変
更
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討

し
、
年
度
内
を
目
途
に
基
本
的
な
方

向
性
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

筑
西
・
下
妻
地
域
医
療
再
生
事
業
の
推
進
は

検
討
会
議
を
再
度
開
催
し
、

年
度
内
に
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
る

議
員　

新
卒
者
重
視
の
慣
行
や
企
業

ニ
ー
ズ
と
就
職
希
望
と
の
不
一
致
な

ど
を
背
景
に
、
既
卒
者
の
雇
用
が
進

ま
な
い
実
態
が
あ
る
。
県
と
し
て
は

こ
う
し
た
慣
行
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

を
改
め
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
解
消
に
役
立
つ
よ
う
、
即
戦

力
と
な
る
既
卒
者
の
能
力
開
発
を
積

極
的
に
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。
若
年

者
、
特
に
既
卒
者
の
雇
用
を
ど
の
よ

う
に
確
保
す
る
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

高
卒
者
に
つ
い
て

は
、
県
の
臨
時
職
員
に
採
用
し
、
基

礎
能
力
を
習
得
し
、
そ
の
後
の
就
職

に
結
び
つ
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
大
卒
者
な
ど
の
卒
業
後
三
年
以

内
の
既
卒
者
に
つ
い
て
も
、
社
会
人

と
し
て
必
要
な
研
修
受
講
後
、
企
業

で
の
実
務
研
修
を
通
し
て
正
規
雇
用

に
つ
な
げ
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
既
卒
者
な
ど
の

就
職
の
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
職
業
相
談
な
ど
の
き
め
細

か
な
就
職
支
援
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
の
講
座
の
充
実
を
図
り
、
能
力

開
発
を
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
の
将
来
負
担
解
消
策
、

次
期
科
学
技
術
振
興
指
針
の
方
向
性

と
振
興
策
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
へ
の

取
り
組
み
な
ど
も
質
問)

ほ
か
、
県
の
建
設
工
事
入
札
参
加
資

格
審
査
に
特
例
を
設
け
る
な
ど
受
注

機
会
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

と
も
先
進
事
例
の
情
報
提
供
や
相
談

指
導
な
ど
に
よ
り
異
業
種
に
よ
る
連

携
・
組
織
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
中
央
工
業
団
地
笠

間
地
区
へ
の
企
業
誘
致
、
世
界
に
羽

ば
た
く
「
茨
城
人
」
を
育
て
る
教
育
、

芝
生
生
産
の
強
化
な
ど
も
質
問
）

そ
の
上
で
、
医
療
や
福
祉
、
教
育
や

環
境
な
ど
の
分
野
で
の
施
策
の
充
実

を
図
る
「
生
活
大
県
」
づ
く
り
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。
今
後
、
総
合

計
画
審
議
会
で
さ
ら
な
る
議
論
を
い

た
だ
き
、
県
民
生
活
の
向
上
に
よ
り

重
点
を
置
い
た
、「
生
活
大
県
」
の

実
現
を
目
指
す
新
た
な
県
総
合
計
画

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
高
齢
者
の
貧
困
と
格
差

対
策
、
働
く
者
が
報
わ
れ
る
社
会
構

築
な
ど
も
質
問
）
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